
異業種からの農業参入
～ 地域社会との連携で創る「 持続可能な農業 」 を目指して ～

株式会社かまくらや

代表取締役 藤本孝介



株式会社かまくらや

【会社所在地】 長野県松本市島立454－1

【 役員 】 3名

【従業員数】 35名（役員3名除く）

【 作物 】 そば・大豆・りんご・たまねぎ

ジュース用トマト・野沢菜

【経営面積】 230ha

【耕作地域】 長野県松本市・安曇野市

【 店舗 】 SOBA農房かまくらや

そば処かまくらや

【グループ会社】 ㈱スズキアリーナ松本

㈱安曇野みらい農園

（A型障がい者就労移行支援施設）
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会社の概要



沿革 • 2009年‥‥田中浩二と鎌倉完至が会社を設立 0㏊、 従業員 3名

• 2010年‥‥そば栽培、製粉事業開始 18㏊、 従業員 4名

• 2011年‥‥                                                                         37㏊、 従業員 4名

• 2012年‥‥６次産業認定 50㏊、 従業員 3名

• 2013年‥‥大豆栽培開始

耕作放棄地再生長野県知事賞受賞 58㏊、 従業員 5名

• 2014年‥‥耕作放棄地農林水産大臣賞受賞

安曇野三郷工場１期、製粉工場完成 65㏊、 従業員 7名

• 2015年‥‥障がい者１名採用 83㏊、 従業員10名

• 2016年‥‥蕎麦優良生産者賞受賞、三郷工場第2期完成 94㏊、 従業員13名

• 2017年‥‥SOBA農房かまくらやを開店 106㏊、 従業員17名

• 2018年‥‥資本金を2000万に増資 115㏊、 従業員21名

• 2019年‥‥りんご栽培開始、創業10周年 139㏊、 従業員23名

• 2020年‥‥そば処かまくらやを開店 159㏊、 従業員28名

• 2021年‥‥トマト栽培開始（野沢菜、緑大根）

安曇野みらい農園（A型就労継続移行支援事業所） 開所 176㏊、 従業員30名

• 2022年‥‥資本金を7000万に増資 198㏊、 従業員32名

• 2023年‥‥田中浩二から藤本孝介に社長交代、
日本農業賞長野県代表 219㏊、 従業員33名

• 2024年‥‥日本農業賞大賞、農林水産大臣賞受賞 230㏊、 従業員34名
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› 2009› 2008
0ha

自動車販売会社の社長である
田中浩二（現会長）と
地元松本で明治時代から製麺業を
営む鎌倉麺業社長の鎌倉完至が

畑も栽培経験もゼロから
「株式会社かまくらや」を創業

＊リーマンショックで人も物も動かない…
＊産地偽装も話題に…
＊2008年 そば自給率18％

農業参入
経過

「信州そば」とは？
一般的には 長野県で作られるそばの総称
であると考えられています。

…栽培地？
…製麺地？

＊生産地も製麺地も信州の
「本物の信州そば」を作る

＊そばの2期作にチャレンジ

北海道

44%

長野 7%
茨城

6%

福井

6%

山形

6%

その他

31%

令和6年 都道府県別収穫量
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› 2013

› 2010
65ha

良い畑も悪い畑も断らず
引き受け、毎冬には開墾
作業を行い面積拡大

地道な活動が集落からの
信頼につながり、畑作・
果樹地域などの担い手が
少ない集落を中心に行政
やJAを経由して耕作依頼
が増加していく

耕作放棄地解消事業の農
林水産大臣賞を受賞

› 2014
18ha

しかし…
集落からの信用がなく企業参入も警戒さ
れていたため農地の契約が進まず…

農業委員と２人三脚で耕作放棄地の解消
を行い面積拡大

畑ゼロ・栽培知識ゼロから長野県ではあ
まり取り組まれていなかったそばの2期
作を行う

当初から鎌倉麺業に供給するために製粉
事業も立上げ信州そば粉の供給も開始 5
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耕作放棄地の解消と離農者からの農地を借受けで経営面積を拡大
《 そばの2期作を中心とした作付け 》

› 2023
220ha

農地の受け皿として気が付け
ば200ha以上に…

継続的な農地利用の
ためにも家業から企
業に脱皮する必要
（社会的責任を自覚）

社長交代
事業承継を行い継続的に
耕作し続ける企業になる
ために…

2024年

• 経営面積 230ha（内）耕作放棄地再生面積 50ha

• 圃場数 約1700枚

• 地主数 約800人以上
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栽培地域 安曇野市・松本市
【経営面積】230ha（2024年現在）  
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2025年時点
従業員数 35名 平均年齢 31歳
（内、新卒定着数 24名：70％）

会社勤めのサラリーマン農業を進め、
農業に関心のある農業高校や農業大学校の
若者の受け皿となる
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農業(1次産業)

県内最大のそば・ジュース用トマト栽培法人
・そば 2024年 栽培面積 120ha×２期作

生産量 200ｔ（長野県生産量の７％）

・ジュース用トマト
2024年 栽培面積 8ha

生産量 300t（長野県生産量の7％）

その他の作物
・大豆（40ha) ・りんご(1.4ha) ・野沢菜(7ha) ・にんじん(1ha)
・たまねぎ(1.5ha)・薬草(2a)
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 平均

そば年間収穫量 81,445 99,630 102,937 119,835 204,302 265,658 162,548 224,303 208,395 190,823 184,850

ジュース用トマト

収穫量
203,740 397,500 501,300 294,468 349,252
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「かまくらや」

そば・ジュース用トマト収穫量推移

㎏

ジュース用トマトの開始

コロナの影響で
「そば」の価格
が3分の1

大手製粉会社と契約栽培を行い規模拡大
コロナ禍を契機に「そば」以外のジュース用トマト栽培も開始
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主な課題 詳細 対策

人手不足（担い手）
所得が低い
労働環境

ワークライフバランス
魅力不足

他産業との格差

温暖化
気象災害のリスク
鳥獣害被害の増加
収量不安定

中山間農地の増加
収益の不安定化
新規作物の開拓
離農者の増加

低収益性
生産ノウハウ不足

（多品目化・有機栽培）
販売ノウハウ不足

販売力が低い
原材料の高騰
財務基盤が脆弱

社員教育の仕組みがない
生産性が低い

＊かまくらやの課題

継続的に農業で成長していくためには取り組まなければいけない課題も

＊地域や他産業
との連携

＊労働環境の向上

＊ 生 産 性 向 上
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会社の目指す姿を明確に
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＊地域や他産業
との連携

＊労働環境の向上

＊ 生 産 性 向 上
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JA

地元

製粉会社

地元

製麺会社

かまくらや

BtoBで契約栽培 JA

地元ジュース

メーカー
かまくらや

【持続可能な農業実現のための事業の方向性】

＊地域企業のニーズに応える農産物の安定供給

＊地域と協同で社会の困りごと解決に取り組む

地域関係者と協働で安定供給体制を構築中

そば ジュース用トマト

「地域に必要な農産物を安定供給する」

マーケットの理解が大切
＊市場
＊農地
＊農業
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【持続可能な農業実現のための事業の方向性】

＊機械化・IOT化で仕事の効率化・見える化を図り生産性向上を目指す
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一番の生産性向上は面的な農地集約
これを実行するには地域の農業関係者との連携が必要不可欠
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作物だけではなく会社も社員も育つ環境整備を行う
必要がある。

作物ごとの利益管理や生産性も大切な要素に。

カイゼン活動や日々の作業計画を作成し、
生産性を高め、1人当り粗利益高を伸ばしていく。

16

＊生産性向上

＊労働環境
の向上



加工・２次産業

・自社栽培の玄そばを自社製粉して販売

・自社製粉のそば粉を使用した蕎麦かりんとうの製造
17



販売・３次産業

私たちが愛情込めて栽培、加工した蕎麦製品・りん
ごなどの商品を、松本城近くの

＊SOBA農房かまくらや（お土産屋）、

＊そば処かまくらや（蕎麦屋）、

の直営店2店舗にて販売中
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＊農業者の所得を高める「６次産業化」の役割
• 農産物を単に販売するだけでなく、自ら加工や販売まで手掛ける「6次産業化」は農業の可能性を広げる重要な取り組みです。
生産者（１次産業）が加工（２次産業）および流通・販売（３次産業）に関わることで、

収益性を向上させ、地域経済の活性化を目指す取り組み。

• 加工品の製造・販売

そば粉の製粉やリンゴを使ったアップルパイやジュース、ジャム、シードルなどを開発し、自社ブランドで展開。

• 農家レストランの運営  

自家生産の自社製粉の蕎麦粉を生かした蕎麦屋を運営し訪れた人々に「食の体験」を届けています。

• 体験プログラムの提供

自社の蕎麦粉を使用したそば打ち体験を地元のそば打ち愛好家の方と共同で提供し

生産者と消費者の距離を縮めています。この取り組みにより所得の安定が期待できます。

また、地域での農業以外の関係作りも広がり

イベント等を通じて過疎地域の活性化にも貢献しています。

＊創業期は農作物の付加価値を高める役割を担う

ただし… 農業者だけでは限界も。
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＊土地利用型の穀物栽培は収入が偏るため、事業の最適化を図りながら

売上の平準化・財務基盤の強化が必須
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かまくらや

金融機関

• JAバンク

• 地方銀行

行政

•国

•長野県

•松本市

•安曇野市

出資

•取引先食品会社

• ファンド

融資 補助金 資本

【継続した規模拡大における事業の方向性】

6次産業化は安定した財務基盤を創る手段に。
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＊資金使途に制約がない
＊自己資本が充実して財務内容が改善
＊借入金のように定期的な返済が不要
＊顧客との関係構築と市場理解
＊長期的な成長戦略
＊リスク管理とコンプライアンスの徹底
＊外部ネットワークの構築と活用
＊社内の都合や利害関係に縛られずに
第三者の視点で経営をチェックする。

農業経営発
展計画制度
とは

認定農業者として
一定の実績がある
こと等の要件を満
たす農地所有適
格法人が、できるも
のです。取引実績
のある食品事業者
等との出資による
連携を通じて農業
経営の発展に取り
組む場合、農林水
産大臣の計画認
定によって議決権
要件を特例的に緩
和。

㈱かまくらや

出資

•取引先食品会社

•ファンド

【継続した規模拡大における事業の方向性】

＊多様な資金調達で安定した経営を実現へ
農地所有適格法人
定められた4つの要件を満たす必要

＊法人形態要件
＊事業要件
＊構成員・議決権要件
基本的には構成員のうち、農業関係
者が総議決権の過半数を占めること
で要件が満たされます。また農業や
関連事業には、年間150日以上従事
しなくてはいけません。
＊役員要件

農業者だけでは気が付かない、
対応できない課題も見えてくる

＊2022年に増資（取引があった地元食品業者から）
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経営基盤の強化のため
今後、活用していきたい

《そば最大出荷先》
地元のそば製麺会社

《トマト出荷先》
地元のジュース用メーカー

《農業系》
ファンド



2025年度（17期）

かまくらや経営指針
≪2025年1月～2025年12月≫ 

社員とともに経営計画を作成
自分たちの計画を決定する
全員参画の会社経営へ向けて
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毎年3月には決算報告と
経営計画（経営指針）
を社員、株主、はもちろん
取引先、金融機関、JAな
どの方々と共有
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・農地と雇用の受け皿として継続・発展していく

（日本一の蕎麦農家。蕎麦だけではなく他の作物でも…）

・労働環境や就業規則の整備

短時間正社員制度・残業・休日日数

有給取得率向上（100％へ向けて）

・地域の一般企業（製造業・JA）と同等の賃金、ボーナス

・障がい者もいきいきと働くことができる会社

＊地域に必要とされ持続可能な会社作りのために

【 企業の社会的責任 】
地域と協同で社会の困りごと解決に取り組み、持続可能な社会を創るために。

企業として継続的に農地を耕作し続ける
（社員から社員に繋ぎ継続していく）
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・新卒採用を10年連続で実施し５年未満の若手社員が大半

・・・現在平均年齢は31歳

理念で繋がり

農産業を主軸にしたチーム（会社）が 戦略 を基に

地域の困り事解決で、地域に必要とされる会社となり

社員から社員へと《 維持・継続・発展する 》繋ぐ

持続可能な農業の会社作りを実践中です

25



地域と共に未来を拓く
~ 地域社会との連携で創る 「 持続可能な農業 」 ~

ご清聴ありがとうございました
26
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